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広島湾を⽩帆でいっぱいオープンヨットレース 
帆⾛指⽰書            

  
 

⼤会期⽇ 令和５年７⽉28（⽇） 
主催団体 (公財)広島県セーリング連盟 
協⼒団体  JSAF外洋⻄内海 
開 催 地 広島観⾳マリーナ 

 

[SP]の表記は、レース委員会が審問なしに標準ペナルティーを適⽤できることを意味する。これ
は、ＲＲＳ６３.１、付則Ａ５.1及びＡ１０を変更している。  

 

１ 適⽤規則 
本レースには、２０２１〜２０２４国際セーリング競技規則（以下ＲＲＳという）に定義さ

れた「規則」を適⽤する。 
 

２ 帆⾛指⽰書の変更 
2.1 帆⾛指⽰書の変更は、観⾳マリーナに設置された公式掲⽰板及びＬＩＮＥチャットに当該

クラスの予告信号の６０分前までに掲⽰される。 
2.2 また、海上においては、レースコミッティーボートにＬ旗を掲揚すると同時に、可能な限

り全選⼿に⼝頭で通告される。内容を確認した艇は⼿を振ってこれに応じること。なお、海
上における通告については、救済の要求の対象とはならない。 

 
３ 選⼿とのコミュニケーション 
3.1  競技者への通告は、観⾳マリーナに設置された公式掲⽰板及びＬＩＮＥチャットに掲⽰され

る。 
3.2 選⼿は、レース前⽇までに下記QRコードからＬＩＮＥチャットに登録すること。 
3.3 艇は携帯電話を搭載してもよい。ただしレース中に使⽤してはならない。 
  広島県セーリング連盟「ＬＩＮＥオープンチャット」は下記参照 

 
 
 
 
    LINEチャットでの質問には応じられません。 
 
 

3.4 帆⾛指⽰書への質問については、下記のメールにて質問すること。 
小型艇  Ｅ-mail   oohara-arahoo@nifty.com 

大原 博實   

大型艇  Ｅ-mail   jpn304bagus@gmail.com 

村瀬 哲也   

 
４ ⾏動規範  
4.1 競技者は、レース委員会からの合理的な要求に応じなければならない。 
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５ 陸上で発する信号（⼩型艇にのみ適⽤） 
5.1 陸上で発する信号は、観⾳マリーナの信号柱に掲揚される。 
5.2  ⾳響信号１声とともにＤ旗が掲揚された場合、「予告信号は３０分以降に発する。」ことを意

味し、競技艇はＤ旗掲揚までハーバーを離れてはならない。ただし観⾳マリーナ以外から出
艇する艇には適⽤しない。 

5.3 予定の予告信号の30分前までにD旗が掲揚されない場合、予告信号は延期されておりＡＰ
旗は掲揚しない。 

5.4 Ｙ旗が掲揚された場合、ＲＲＳ４０.２の規定に従うこと。 
 
６ レースの予告信号とクラス旗 
6.1  予定予告信号の時刻及びクラス旗は、次のとおりとする。 
 
 

    ク ラ ス 予告信号時刻  クラス旗 

⼤型艇（レーザー） １０︓３０ 数字旗１ 

⼤型艇（レーサー以外） １０︓４０ 数字旗２ 

⼩型艇（グループＡ） １０︓５０ Q旗 

⼩型艇（グループＢ） １１︓００ Ｂ旗 
 
6.2 グループＢは、ハンザ３０３、ＯＰの２クラスとする。 

6.3 グループＡは、グループＢ以外の⼩型艇とする。 

 

７ レースエリア及びコース 

7.1 レースエリアについては広島港港内とし、概略のコース及び制限区域は海⾯図及びコース
図のとおりとする。 

7.2 海⾯図に⽰す区画漁業権の設定区域内（牡蠣筏）については帆⾛禁⽌区域とする。 
7.3 スタートマーク、各回航マーク及びフィニッシュマークは、コース図に⽰されたとおり定

められた側で通過すること。 
7 .4  ⼤型艇 の コ ー ス は 、 スター ト後にM５ 、M6、M3、M4及 びM４ ʻを左に⾒て 帆 ⾛ し 、フィ

ニッシュすること。 
7.5 ⼩型艇（グループA）のコースは、スタート後にM1、M2、津久根島、M3、M4及びM４ ʻを

左に⾒て帆⾛し、フィニッシュすること。 
7.6 ⼩型艇（グループB）のコースは、スタート後にM１、M4及びM４ ʻを左に⾒て帆⾛し、フィ

ニッシュすること。 
     

８  マーク 
8.1 M５及びM６はピンク⾊の円柱形ブイとする。 
8.2 M５はNo24の牡蠣筏からおよそ100mに設置する。 
8.3 M６はNo80の牡蠣筏（南端⾓）付近に設置する。 
8.2 M１〜M４及びM４ ʻはオレンジ⾊の三⾓錐ブイとする。 
8.3 スタートマークは、スターボードエンドに位置しオレンジ旗を掲揚したレースコミッティー

ボート及びポートエンドに位置しオレンジ旗を掲揚したレースコミッティーボートとする。 
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8.5 フィニッシュマークは、ブルー旗を掲げたレースコミッティーボート及びオレンジ⾊三⾓
錐ブイとする。 
     

９  スタート 
9.1  スタートラインは、スタートマーク上でオレンジ旗を掲げたレースコミッティーボートの

ポール若しくはマストの間とする。 
9.2  ⼀連のスタート⼿続きの開始に先⽴ち、予告信号の５分以前にスタートラインの運営艇にオ

レンジ旗を掲揚する。 
9.3  準備信号が発せられていない艇は、レース中の艇を避けなければならない。 
9.4  スタート信号後４分以降は、当該クラスのスタートラインは消滅し、４分以内にスタート

しなかった艇は審問なしにＤＮＳと記録される。これは、付則Ａ５．１を変更するもので
ある。 

 
10 フィニッシュライン 
10.1 フィニッシュラインは、フィニッシュマーク上でブルー旗を掲げたレースコミッティー

ボートのポール若しくはマストと⾵下に設置されたオレンジ⾊三⾓錐マークの間とする。 
 
11 ⽋番  
  
12 ペナルティー 
12.1 指⽰17の出⾛申告及び帰着申告⼿続き違反等に対しては、レース委員会は抗議することな

く修正時間に対して１％加算のペナルティーを適⽤し、ＴＰと表記する。 
   
13 タイムリミットとフィニッシュウインド 
13.1 タイムリミットは各クラスとも14:30とする。 
13.2 フィニッシュウインドは、最初の艇がコースの帆⾛をしてフィニッシュした後、フィニッ

シュするまでの時間で６０分とする。 
13.3 フィニッシュウインド内にフィニッシュしない艇はＤＮＦと記録される。これは、ＲＲＳ

３５を変更している。 
      

14 審問要求 
14.1  抗議書の提出締切時刻は、最後のクラスのレース終了後６０分以内(ＬＩＮＥ⼜は公式掲

⽰）とし、観⾳マリーナにおいて受け付ける。 
14.2  抗議の通告は、審問の場所及び時刻、抗議の当事者等を選⼿に知らせるため、原則として

 抗議締切時刻後３０分以内に公式掲⽰⼜はＬＩＮＥに掲⽰される。 
14.3  レース委員会またはプロテスト委員会による艇への抗議の通告については、ＲＲＳ６１．

１(b)を変更し、公式掲⽰⼜はＬＩＮＥに被抗議艇のクラスとセール番号を掲⽰する。 
14.4 指⽰１６〜１８に関する違反については、艇からの抗議の対象とはならないが、その事実

をレース委員会若しくはプロテスト委員会へ報告することは妨げない。 
 
15  順位 
⼩型艇 
15.1 別紙のヤードスティックナンバーにより、レースに要した時間を修正し順位を決定する。 
⼤型艇 
15.２ JSAF外洋⻄内海が作成したレーティングにより修正し順位を決定する。レース前⽇まで
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にJSAF外洋⻄内海ホームページに掲載する。LINK 
 
16 艇及びセール 
16.1 参加申し込み後のセールナンバー変更については、7⽉25⽇までにメールにて連絡するこ

と。 
16.2 ︖  
 
17 安全（出⾛申告、帰着申告等） 
⼩型艇 
17.1 艇⻑または代表者は、D旗掲揚の10分後までに出⾛申告（署名⽅式）を⾏うこと。 
17.2 また、同様にレース終了後６０分以内に帰着申告（署名⽅式）を⾏うこと。 
17.3  レースを途中でリタイアした競技者は、その旨を最寄りの運営艇に伝えること。それが出

来なかった場合には、帰着後その旨を申告すること。 
17.4 クラスルールに定めがある場合は、クラスルールに適合したパドル１本とバウラインを搭

載すること。また、クラスルールに定めがない場合は、ウインドサーフィン級を除き曳航
可能な直径８mm以上で⻑さ８ｍ以上のバウラインを搭載すること。 

⼤型艇 
17.5 艇⻑または代表者は、７⽉２７⽇20時までに出⾛申告（web⽅式）LINKを⾏うこと。 
17.6 また、本レースの帰着申告は⾏わない。 
17.7 レースを途中でリタイアした競技者は、その旨を最寄りの運営艇に伝えること。それが出

来なかった場合には、帰着後その旨を申告すること。  
 
18 [SP]ゴミの処理  

ゴミについては海⾯に投棄してはならない。運営艇に処分を依頼してもよい。 
 
19  リスクステートメント 

RRS3には『レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責任は、そ

の艇のみにある。』とある。⼤会に参加することによって、それぞれの競技者は、セーリン

グには内在するリスクがあり、潜在的な危険を伴う⾏動であることに合意し、認めることに

なる。これらのリスクには、強⾵、荒れた海、天候の突然の変化、機器の故障、艇の操船の

誤り、他艇の未熟な操船術、バランスの悪い不安定な⾜場、疲労による傷害のリスクの増⼤

などがある。セーリング。スポーツに固有なのは、溺死、⼼的外傷、低体温症、その他の原

因による⼀⽣消えない重篤な障害、死亡のリスクである。 

 
参考 7⽉28⽇ ⼲潮 ８時３７分   

満潮１４時５８分 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSetfJRUGWhE1s8sNAhHiTC4nPc2-GJ9kakMaOR6Ir3bVR1zlA/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSetfJRUGWhE1s8sNAhHiTC4nPc2-GJ9kakMaOR6Ir3bVR1zlA/viewform
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ヤードスティックナンバー 
 

クラス ヤードスティッ
クナンバー クラス ヤードスティッ

クナンバー 

４７０ ８０ ＩＬＣＡ６ ９８ 

セ ー リ ン グ ス ピ
リッツ ８０ シーホッパーＳＲ ９８ 

テーザー ８３ リバティー １１０ 

スナイプ ９０ ハンザ３０３ １４０ 

４２０ ９３ ＯＰ １４４ 

ＩＬＣＡ７ ９５ シーホッパー ９４ 

 


